
                               2025 年 6 月 18 日 

                             Ji＆Ji コンサルティング 

No191  人事システムの修正内容について 

人事システム Ji＆Ji の 20250618 版の修正内容について説明します。 

今回のリリース機能は、以下の項目になります。  

① 機能追加・機能改善 

・目標管理の AI アドバイス機能（多様化） 

 AI アドバイス機能（ChatGPT からの目標・結果にアドバイス） 

 画面 61 目標面談シートの AI アドバイスの方式を拡張する。これまで現在の目標や結果の入力に 

 対して、本人へのアドバイスと面談者へのアドバイスを行っているが、以下の機能を追加する。 

  B1 前期の目標と結果を参考にして、現在の目標や結果にアドバイスする 

  B2 現在の複数の目標や結果を包括的にアドバイスする（総合評価） 

  B3 前期の複数の目標と結果を参考にして、現在の複数の目標や結果を包括的にアドバイスする 

（総合評価）  

 以下の画面の下段の「AI アドバイス方式」から選択して、アドバイスを求める。 

  

 AI アドバイス方式 ・・・ プルダウンメニュー（シスパラ C80/828） 

個別目標（当期のみ） （これまでの AI アドバイス） 

           個別目標（前期参照） （B1） 

           全個別目標の総合評価 （B2） 

           総合評価（前期参照） （B3） 

※ 面談者の利用画面（画面の右側に入力）では、AI アドバイス時に「心理的安全性に配慮した 

アドバイス」をします。 

     また、面談者へのアドバイス時には、左側（本人入力欄）の入力に対して、面談者の立場で 

     アドバイスします。 



 ・支給額計算処理への短時間勤務の表示改善等 

  短時間勤務者への評価は、評価時あるいは支給額計算（昇給／賞与）時に表示を強化する。 

  支給額計算（昇給）画面 G46 

   

    ※表示 (特記＋労働)欄：休職中★時短 8.75 

支給額計算（賞与）画面 G47 

 

  ※表示 労働時短欄：“時短”、“休職”、“中途” 

  （表示の優先順、減額の日数は「氏名欄」をクリックし画面 G48 に表示する） 

      労働条件による減額がある場合は、減額の表示をする 

帳表：昇給決定額一覧表 

  



  帳表：賞与事前チェックリスト 

    

   ※短時間勤務の欄に、「現社員マスタ」の設定値を表示する 

  期日到来（日次バッチ：早朝） 

   次の処理を取り止めとする。 

   短時間勤務中に「休職」「出向」「派遣」が生じた場合に、社員マスタの短時間勤務をゼロにする。 

   ⇒ 社員マスタの短時間勤務を変更しない 

 

・人事審査会の審査運用画面へのエントリ権限（シスパラ設定） 

  シスパラ C80/789_0 表示名欄で権限を設定する ⇦ これまでは、役員・理事クラスのみ 

   １を設定すると「役員・理事クラス」のみ、２を設定すると「役員・理事クラス」と「事業部長ｸﾗｽ」 

   となる。 

   ⇒ G40 評価会議支援メニューのボタン「直近の審査会運営」がクリック可能となる。 

   

 

② 障害 

・評価会議支援メニューの初期化処理 

 昇給および賞与の対象期間（画面 G84 システム管理のシステム運用）に基づいて、総務事項の入社／ 

 休職／短時間勤務等を参照して評価の基データを作成する。この場合、対象期間に日付けの誤りがある 

 と「異常終了」するので、日付のチェックを強化する。 

 

・退職金計算（資格・職級ポイント計算の最終支給対象日付の誤り） 

 勤続年数ポイントは算出の対象年数が入社 25 年 MAX であり、資格・職級ポイントは満 60 歳到達年度



の最終日である。休職期間の減算処理で、資格・職級ポイントの最終年を誤って入社 25 年として計算 

していた。 

 ⇒ 満 60 歳到達年度の最終日にする。 

 

 ・目標面談シート画面でボタン「個人情報Ⅱ」の表示条件で処理誤り（No.190 追加機能） 

  ⇒ ボタン表示条件のロジックを正しくする。 

 

 ・他ｼｽﾃﾑ連携の給与取込みで、CSV ファイルの値変換と給与テーブル参照に誤りあり 

  誤りの発生する条件 ・カンマ編集の CSV データ 

            ・資格・職級（年齢給）のデータ取込み 

            ・給与テーブルの一つの資格・職級クラスに、金額の同じ号数がある 

  以上の３点の処理を正しく動作するよう修正した 

 

 

                                         以 上 

 


